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〔主な内容〕

●ごみの収集体制などが一部変わります（P2～3）

●税の申告が始まります （P4～5）

●成人式 （P8）

平成15年1月12日内談町文化会館

志は町長自筆のはな向けの書

成人おめでとう
ございます

成人おめでとう
ございます
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ご

み

1年間の不燃物混入は159トン 

紙・布類
45％

ビニール・
合成樹脂類
23％

木・竹・わら類
8％

ちゅう芥類
19％

（生ごみ類）

不燃物
2％

その他
3％

1年間の不燃物混入は159トン 

ごみの収集が変わります 3
河北郡のエコラ（RDF製造施設）は1月からいよいよ試験稼動に
はいっています。長いもの（ロープ等）、硬いもの（大型の貝殻等）
などはもえるごみ指定袋に入れないようよろしくお願いします。

平成13年度もえるごみ分析結果

問い合わせ先：内談町役場町民部 環境対策室 1286－6701

平成13年度1年間で内談町から出されたも
えるごみの中に約159トンのもえないごみが
混入していました。

金属等のもえないごみはエコラの破砕機な
ど機械の故障を引き起こしますので、くれぐ
れも混入しないようお願いします。

生ごみ処理機・コンポストの
購入費の一部を助成します。

申請に必要なもの
・購入したときの領収書と明細書
・印鑑、銀行の口座番号のわかるものを
もって環境対策室へお申し込みください。
問い合わせ先
町民部環境対策室

電気式生ごみ

処理機

コンポスト

バイオ方式または乾燥方
式のもの。生ごみの容積
を減少させ、堆肥化させ
るもの。

底部がなくふたのあるも
の。
容量が100リットル以上
のもの。

購入価格の3分の1に相
当する金額。（ただし、
15,000円を限度としま
す。）

3,000円（上限）

種 類 助 成 の 対 象 助 成 額
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み
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河北郡平均
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※計画収集とは、一般家庭から週2回ごみ収集車で集めることです。

501 516 528 544 545 557 573

405 419 435 451 454 471
489

グラフに示す通り、内談町のもえるごみの量は

年々増加の一途をたどっています。ごみ処理施

設の延命化やごみ処理経費の節減を図る上から

もエコラの稼動を機に、改めて町民の皆様にご

みの減量化をお願いいたします。

〈注意とお願い〉

1.もえるごみの新しい収集地区割（毎週月・木曜日もしく

は火・金曜日収集）と祝日・振替休日の収集は、4月1日

から始まります。

2.新しいもえるごみ収集指定袋（うす緑色）は1月から逐次

販売を始めていますが、まだ旧の指定袋（白色）だけし

か置いていない販売店もあります。旧の指定袋について

は継続して収集していきますので、優先して購入される

ようよろしくお願いします。

3.ロープ・古着等の長いものを50cm以下に切って指定袋

に入れる場合は、縛らずに入れてください。

内談町におけるもえるごみ量の推移

土橋登志子先生のエコクッキング教室開催
地球環境に優しい生活を台所から実践しましょう！

日時 平成15年3月8日（土）10時～13時
会場 働く婦人の家
定員 20名程度
募集期限 2月28日（金）

応募方法 電話にて、町民生活課
環境対策室へお申し込みください。
問合せ先 環境対策室286―6701

エコマーク

グリーンマーク

Recycle（再資源化）
分別をきちんと、リサイクルに
協力する、再生品を使う

Reuse（再使用）
詰替用品を使う、リターナブル
ビンを使う

Reduce（発生抑制）
買い物袋の使用、過剰包装を避け
る、適量主義

ごみを減らすには3Rを忘れずに！

内談町の年間ごみ処理経費

平成13年度 約2億4,500万円
町民一人当たり 9,127円

参考：ハマナス公民館 1億500万円
平成13年度内談町一般会計
歳入歳出決算のうち清掃費

内談町のもえるごみ量（計画収集）の推移

▼1人1日あたりのもえるごみ量（計画収集）の推移

▲
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税

の

申

告

税の申告が
始まります。
税の申告が
始まります。

「確定申
告」 

自分で書
いて 

お早めに
 

税務署では、「納税者の方が自ら正しい申告と納税を行う」という申告納税制度の趣旨
から、確定申告等をご自分で正しく作成していただく「自書申告」を推進しています。

確定申告が必要な人

（1）事業所得や不動産所得等がある人

（2）公的年金を受けている人

（対象外の人もいます。）

（3）譲渡（土地・建物等）所得がある人

（4）給与所得のある人

（以下の人が対象となります。）

・給与収入が２千万円を超える人

・給与所得以外の所得の合計が20万円を超える人

・２ヶ所以上から給与をもらっている人

申告納税期限

・所得税 平成15年3月17日（月）

・消費税及び地方消費税 平成15年3月31日（月）

金沢税務署で申告相談及び
受付を行います。

（1）受付期間 平成15年2月17日（月）～

3月17日（月）

（ただし、土曜日、日曜日を除きます。）

（2）受付時間 午前9時～12時・午後1時～4時

（3）個人事業者の消費税・地方消費税の確定申告

相談は3月31日（月）まで税務署において実施

します。

申告書は、郵送でも提出できます。

ご自分で作成した確定申告書は、郵送でも提出

できますので、添付書類の添付もれがないか確認

の上、税務署までお送りください。

なお、閉庁日であっても、申告書は税務署の時

間外収受箱に投函することにより提出することが

できます。

所得税等の問い合わせ
金沢税務署
〒920－8505 金沢市西念3丁目4番1号

1261－3221（代表）

金沢駅広域還付申告
センターを設置します。

JR金沢駅「ふれあいプラザ」内に「金沢駅広域還
付申告センター」を設置し、確定申告書用紙等の配
布、還付申告書の収受等を行います。

（1）開設期間 平成15年2月3日（月）～

2月28日（金）

ただし、土曜日、日曜及び祝日を除きます。

（2）開設時間 午前9時～12時・午後1時～4時
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税

の

申

告

納
期
限

平
成
15
年
２
月
28
日
（金）

（
町
税
は
、納
期
内
に
納
付
し
ま
し
ょ
う
。）

○
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
（
第
４
期
）

○
国
民
健
康
保
険
税

（
第
11
期
）

※

町
税
（
町
県
民
税
・
固
定
資
産
税
・
都

市
計
画
税
・
軽
自
動
車
税
・
国
民
健
康
保

険
税
）
の
納
税
は
便
利
で
簡
単
な
手
続
き

の
口
座
振
替
を
お
勧
め
し
ま
す
。

手
続
き
方
法

納
税
通
知
書
・
預
金
通
帳
・
預
金
口
座

使
用
印
を
お
持
ち
の
上
、
次
の
金
融
機
関

又
は
役
場
窓
口
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

北
國
銀
行
・
福
井
銀
行
・
北
陸
銀
行
・
金

沢
信
用
金
庫
・
興
能
信
用
金
庫
・
石
川
か

ほ
く
農
業
協
同
組
合
・
郵
便
局

問
い
合
わ
せ

総
務
部
税
務
課

1
２
８
６
―

６
7
０
６

今
月
の
納
税

町民税・県民税の申告が必要な人

内談町では、町県民税の申告のほか、所得税確定申告のうち給与の
合算、公的年金、還付申告の申告相談及び受付を行います。
（本年より、各地区公民館での申告相談は行いませんのでご注意ください。）

町民税・県民税の申告が必要な人

申告受付期間 平成15年2月17日（月）～3月17日（月）申告受付期間 平成15年2月17日（月）～3月17日（月）

申告受付場所 内談町役場 1階101会議室申告受付場所 内談町役場 1階101会議室

町県民税の問い合わせ町県民税の問い合わせ 内談町総務部税務課 1286－6706（直通）

平成15年1月1日現在、内談町にお住まいの人で次に該当する方。

（ただし、所得税の確定申告書を提出した人は町県民税の申告をする必要は

ありません。）

（1）平成14年中に所得があった人。

（2）給与所得者又は公的年金のみの所得者で

① 勤務先から給与支払報告書が提出されなかった人。

（日給・パート等で働いている人を含む。）

② 年金支払者から公的年金等支払報告書が提出されなかった人。

③ 給与所得又は公的年金等に係る雑所得以外の所得のあった人。

（3）その他、町から申告をお願いした人。

（ただし、土曜日、日曜日を除きます。）

町民税・県民税等の申告について町民税・県民税等の申告について
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輝
か
し
い
新
春
を
飾
る
内
談
町
消

防
団
出
初
式
が
、
一
月
四
日
（
土
）

七
時
三
十
分
か
ら
内
談
町
文
化
会
館

に
お
い
て
、
来
賓
多
数
の
出
席
を
頂

き
、
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
典
は
分
列
行
進
に
始
ま
り
、
人

員
報
告
、
観
閲
と
続
き
岩
本
町
長
の

式
辞
、
橋
本
団
長
の
訓
示
の
後
、
長

年
消
防
活
動
に
従
事
し
退
団
さ
れ
た

方
や
、
功
労
の
あ
っ
た
方
々
が
表
彰

を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
河
北
潟
放
水
路
に
て
、

サ
ン
セ
ッ
ト
ブ
リ
ッ
ジ
内
談
を
前

に
、
今
年
一
年
の
町
民
の
安
全
と
災

害
の
無
い
事
を
願
い
消
防
ポ
ン
プ
車

に
よ
る
一
斉
放
水
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
十
時
か
ら
河
北
郡
消
防
団

連
合
会
出
初
式
が
津
幡
町
で
行
わ

れ
、
放
水
式
で
は
寒
風
の
中
、
津
幡

川
で
消
防
ポ
ン
プ
車
に
よ
る
勇
壮
な

裸
放
水
を
披
露
し
、
二
十
二
本
の
水

柱
を
高
々
と
上
げ
、
今
年
の
無
火
災

を
祈
る
団
員
の
意
気
込
み
が
、
力
強

く
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

な
お
、
当
日
表
彰
を
受
け
ら
れ
た

方
々
は
次
の
み
な
さ
ん
で
す
。

内
談
町
長
退
団
者
報
償

元
第
一
分
団

団
員

渡
辺

勇

元
第
一
分
団

団
員

宮
島

学

元
第
二
分
団

団
員

本
出

亮

元
第
三
分
団

団
員

中
新

雅
彦

石
川
県
知
事
永
年
勤
続
功
労
章

第
一
分
団

副
分
団
長

団
田

知
明

第
二
分
団

分
団
長

出
島

喜
一

第
二
分
団

班
長

根
布
原

隆

第
三
分
団

班
長

八
田

修
一

内
談
町
長
功
労
章

第
一
分
団

団
員

橋
本

明
和

第
一
分
団

団
員

中
宮

英
樹

第
四
分
団

団
員

生
田

勇
人

内
談
町
消
防
団
長
功
労
章

第
一
分
団

団
員

清
水

信
彰

第
二
分
団

団
員

清
水

大
介

第
三
分
団

団
員

岡
野

邦
仁

第
三
分
団

団
員

橋
爪

昌
克

消
防
出
初
式
の
は
じ
ま
り

今
日
、
新
春
行
事
の
一
つ
に
な
っ

て
い
る
消
防
出
初
式
の
起
源
は
、
遠

く
万
治
二
年
（
一
六
五
九
年
）
に
さ

か
の
ぼ
り
ま
す
。
明
暦
三
年
（
一
六

五
七
年
）
の
大
火
を
契
機
と
し
て
、

万
治
二
年
（
一
六
五
九
年
）
一
月
四

日
、
時
の
老
中
稲
葉
伊
予
守
正
則
が
、

定
火
消
総
勢
四
隊
を
率
い
て
、
上
野

東
照
宮
前
で
出
初
を
行
っ
て
気
勢
を

あ
げ
た
こ
と
が
、
当
時
焦
土
の
中
に

あ
っ
て
、
苦
し
い
復
興
作
業
に
絶
望

的
な
状
態
に
あ
っ
た
江
戸
市
民
に
、

大
き
な
希
望
と
信
頼
を
与
え
ま
し

た
。
こ
の
事
が
契
機
と
な
っ
て
定
火

消
の
「
出
初
」
は
、
毎
年
一
月
四
日

上
野
東
照
宮
で
行
わ
れ
る
こ
と
と
な

り
、
次
第
に
儀
式
化
さ
れ
、
恒
例
行

事
と
な
っ
て
、
今
日
の
出
初
式
に
受

け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

消
防
雑
学
辞
典
よ
り

火災・救急・救助は

119番

火災等情報案内

286－1999

消
防

だ
よ
り

内
談
町
消
防
団
出
初
式

平
成
十
四
年
中
の
火
災
・
救
急
出
動
状
況 

平
成
十
四
年
中（
一
月
〜
十
二
月
）の
火
災
及
び
救
急
出
動
状

況
を
と
り
ま
と
め
ま
し
た
。

火
災
件
数
は
六
件
で
、そ
の
う
ち
建
物
火
災
が
三
件
で
昨
年

よ
り
一
件
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

救
急
出
動
件
数
に
つ
い
て
は
四
九
七
件
で
、病
院
等
へ
の
搬

送
人
員
は
四
九
六
人
で
し
た
。

救
急
出
動
件
数
は
年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
、救
急
車
で
搬
送

を
必
要
と
し
な
い
比
較
的
軽
微
な
病
気
や
怪
我
が
見
受
け
ら
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。他
の
救
急
要
請
が
発
生
し
た
場
合
、出
動

が
困
難
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、ご
協
力
お
願
い
し
ま

す
。又

、交
通
事
故
等
で
車
両
内
に
閉
じ
込
め
ら
れ
た
り
し
た
救

助
出
動
は
、十
一
件
で
六
人
を
救
出
し
ま
し
た
。

平成14年救急出動状況 

290件 

65件 

8件 

5件 

4件 

4件 
2件 
32件 

4件 

急病 
交通 
一般負傷 

運動競技 
水難 
加害 

労働災害 
自損行為 
火災 

その他 

83件 
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〔
「
版
画  

の
は
ら
の
う
た
」 

　
　
　
　
詩
・
く
ど
う
な
お
こ
　
童
話
社
刊
〕 

 

ふ
わ
ふ
わ
　
わ
ら
っ
て

ワ
ル
ツ

ひ
ら
ひ
ら
　
ま
わ
っ
て

タ
ン
ゴ

あ
と
か
ら
　
あ
と
か
ら

こ
な
ゆ
き
の
お
ど
り

は
ら
は
ら
　
に
ぎ
や
か

ク
イ
ッ
ク

ほ
ろ
ほ
ろ
　
ゆ
る
や
か

ス
ロ
ー

あ
っ
ち
も
　
こ
っ
ち
も

こ
な
ゆ
き
の
お
ど
り

せ
か
い
じ
ゅ
う
を
　
つ
つ
も
う

ま
っ
し
ろ
に
　
つ
つ
も
う

そ
し
て
　
お
ど
ろ
う

お
お
ぞ
ら
を

ゆ
き
は
　
の
は
ら
を
つ
つ
む

ハ
ン
カ
チ

つ
つ
ま
れ
て

の
は
ら
　
は
る
の

ゆ
め
み
る

お
ど
ろ
う
よ

こ
な
ゆ
き
み
ゆ
き

図
書
館
情
報

図
書

館
情

報

図
書
館
に
対
す
る
ご
意
見
ご
感
想
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
図
書
の
所
蔵
や

予
約
は
、
電
話
や
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
も
受
け

付
け
て
い
ま
す
。
自
宅
の
パ
ソ
コ
ン

か
ら
も
、
図
書
館
の
蔵
書
が
検
索
で

き
ま
す
。

1
２
８
６
―

１
９
３
０

FAX
２
８
６
―

１
９
３
１

http://w
w
w
.tow

n.uchinada.
ishikaw

a.jp/osirase/toshokan

◇
新
し
く
入
っ
た
本
の
中
か
ら

絵
本

え

ほ

ん

た
ん
け
ん
隊た

い

椎
名

し

い

な

誠
ま
こ
と

鎌
倉

か
ま
く
ら

武
士

ぶ

し

の
実
像

じ
つ
ぞ
う

石
井

い

し

い

進
す
す
む

い
つ
も
ハ
ッ
ピ
ー

橋
本

は
し
も
と

大
二
郎

だ
い
じ
ろ
う

私わ
た
し
の
仕
事

し

ご

と

緒
方

お

が

た

貞
子

さ

だ

こ

わ
が
家い

え

で
で
き
る
健
康
指
圧

け
ん
こ
う
し
あ
つ三

宅
み

や

け

綱
子

つ

な

こ

よ
う
こ
そ
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
天
体
物
理
学

て
ん
た
い
ぶ
つ
り
が
く

へ

小
柴

こ

し

ば

昌
俊

ま
さ
と
し

日
本

に

ほ

ん

よ

石
原

い
し
は
ら

慎
太
郎

し
ん
た
ろ
う

好す

き
嫌き

ら

い
を
な
く
す
幼
児
食

よ
う
じ
し
ょ
く

加
藤

か

と

う

初
枝

は

つ

え

歴
史

れ

き

し

の
道み

ち

百
選

ひ
ゃ
く
せ
ん

森
田

も

り

た

俊
隆

と
し
た
か

若わ
か

き
ち
ひ
ろ
へ
の
旅た

び

上
・
下

平
山

ひ
ら
や
ま

知
子

と

も

こ

太
鼓

た
い
こ

た
た
い
て
笛ふ

え

ふ
い
て

井
上

い
の
う
え

ひ
さ
し

人
生
案
内

じ
ん
せ
い
あ
ん
な
い

落
合

お
ち
あ
い

恵
子

け

い

こ

落
日

ら
く
じ
つ

の
剣

つ
る
ぎ

上
・
下

ロ
ー
ズ
マ
リ
・
サ
ト
ク
リ
フ

夢ゆ
め

に
も
思お

も

わ
な
い

宮
部

み

や

べ

み
ゆ
き

タ
ク
シ
ー

森
村

も
り
む
ら

誠
一

せ
い
い
ち

冬ふ
ゆ

の
標

し
る
べ

乙
川

お
と
が
わ

優
三
郎

ゆ
う
ざ
ぶ
ろ
う

今
夜

こ
ん
や

誰だ
れ

の
と
な
り
で
眠ね

む

る

唯
川

ゆ
い
か
わ

恵け
い

雁か
り

の
橋は

し

沢
田

さ

わ

だ

ふ
じ
子こ

他
多
数

●『
ト
ワ
イ
ラ
イ
ト
』

重
松
し
げ
ま
つ

清
き
よ
し

著

26
年
ぶ
り
に
再
会
し
た
同
級
生
。
校
庭
に
埋
め
た
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル

と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
胸
の
思
い
も
封
印
を
解
か
れ
る
。
あ
の
頃
の

未
来
に
追
い
つ
い
た
い
ま
、
21
世
紀
と
は
ど
ん
な
日
々
な
の
か
。

◇
今
月
の
オ
ス
ス
メ
の
本

●『
ス
パ
イ
ク
』

松
尾
ま
つ
お

由
美
ゆ

み

著

恋
の
始
ま
り
は
、
心
が
痛
い
。
初
秋
の
下
北
沢
。
初
め
て
会
っ
た
は

ず
な
の
に
、
彼
の
笑
顔
は
な
ぜ
か
懐
か
し
い
感
じ
が
し
た
。
長
篇
恋
愛

ミ
ス
テ
リ
ー
。

●『
業
界
図
鑑
』

業
界
裏
側
研
究
班

著

銀
行
、
住
宅
・
不
動
産
、
航
空
、
食
品
、
通
信
、
外
食
、
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
、
ア
パ
レ
ル
、
出
版
、
放
送
な
ど
、
28
ギ
ョ
ウ
カ
イ
の
真
実

を
明
か
す
！
　
業
界
ご
と
に
確
実
に
存
在
す
る
人
間
の
性
格
、
特
徴
が

わ
か
る
業
界
図
鑑
。

◇
新
着
紙
芝
居

爆
笑

ば
く
し
ょ
う

民
話

み

ん

わ

（
全
六
巻
）

す
ご
い
ぞ
か
ら
だ
の
ふ
し
ぎ（
全
六
巻
）

と
も
だ
ち
だ
い
す
き
（
全
十
巻
）

ど
う
ぶ
つ
か
ん
ど
う

（
大
型
紙
芝
居
・
三
十
三
×
六
十
一
セ
ン
チ
）

お
と
う
さ
ん

大お
お

き
く
大
き
く
大
き
く
な
ぁ
ー
れ

食た

べ
ら
れ
た
や
ま
ん
ば

な
お
、
紙
芝
居
に
つ
い
て
は
各
種

イ
ベ
ン
ト
等
に
舞
台
（
大
型
は
な
し
）

拍
子
木
と
貸
出
し
し
ま
す
の
で
大
い

に
利
用
し
て
下
さ
い
。
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成

人

式

一生に一度しかない成人式を迎え、とて
もうれしく思います。成人式に出席すると、
今までの自分を考えさせられました。私は

今も学生生活を送っていて、親、家族、まわりの友達に頼
ってばかりで、いろんな面で甘えている事が多くて、今の
私では大人とはいえません。けど、成人式で、そんな自分
を見直し、大人になりたいと強く思いました。春には、社
会人になります。仕事は大変だけど、自覚と責任を持ち、
まわりに認められる人になれるように、頑張っていこうと
思います。
最後に、町長をはじめ関係者の方々に、式を挙げて頂き、
本当にありがとうございました。

1月12日、内談町文化会館で平成15年成人式が華やかに
開催されました。
当日は天候にも恵まれ、289名の新成人が参加し、成人
としての旅立ちの日を祝福しあうとともに、旧友との再会
を喜び合いました。
新成人を代表し、実行委員会の皆さんに成人を迎えた感
想を語っていただきました。

油木 麻理

私達は、先日成人式を迎えました。とい
っても自分ではまだあまり実感がなく、今
までと特に変わりがない気がします。「成人」

という言葉が、自分には全く関係ないものだと思っていた
し、成人式を迎え大人の仲間入りをした今、自分が大人か
と言われれば、まだまだだなと思います。
しかし、中学、高校時代を振り返ると、今の自分は少し
だけれど成長した気がします。今まではあまり感じること
が少なかったのですが、親に対する感謝の気持ちや、親の
偉大さのようなものをここ1、2年すごく感じるようになり
ました。
これからは、少しずつかもしれませんが、責任感を持ち、一
人前の大人に近づけるよう努力していきたいと思っています。

長谷川 里美

今年成人式を迎えることを期に、自分の
中で変わろうと思う。今までの自分は、未
成年という立場でどこか甘えていたが、

20歳を迎えて、学生・社会人関係なく精神的に一人の人
間として独立しなければならない。そして、以前のような
未成年が故にある様々な規律がなくなり「自由」になる。
一見、「自由」であるように感じるが、私は今までより厳
しく、大変なことであると思う。なぜなら、自分の行動や
発言、その他全てのことに責任を持たなくてはならないか
らである。だから私はこのことをしっかりと自覚し、成人
としての第一歩を踏み出したいと思う。

山岸 大士

平成15年1月12日成人式を迎えました。
20歳になり自分自身変わったことは特にあ
りません。私は学生で、社会に出るのはまだ少

し先なので、もうしばらくは親に頼りきりで迷惑も、心配もま
だまだたくさんかけることになります。今まで自分のことばか
りを考え、周りに頼ってばかりで支えられてきましたが、成人
式を迎えた今日からは、周りに気を配れるような大人になり、
今まで支えてくれた人達の、力に少しでもなっていければいいと思
います。両親には、社会に出てからしっかり親孝行します。そして、
今年の成人式をよい仲間と迎えられたことを嬉しく思います。

岡崎 亜美

成人になって思うことは、目標をもつと
いうこと。ただ学校にいって、ただ仕事に
いって、そういうのをなくしたいと思う。回

りを見るといろんな人達がいる。その中で成功している人
達は、はやくから目標をもっていると思う。中には親の力っ
ていう人もいるかもしれないけど、目標に向かってコツコツ
やっていった人達は、本当の達成感というものを知ってい
ると思う。人は目標がないと、本当の力を出せないと思う。
自分の力を出して、目標に向かっていく、そういう人が本
当の達成感を感じられると思う。いつでも何か目標のある
人生。成人になってそういうのを目指していきたいと思う。

上田 太一

自分が生まれてから20年という長い年月が
経ちました。今、こうして成人の日を迎える
事ができたのは、両親をはじめとし、友達な

どの多くの人達に支えられてきました。これからは社会の一員
としてがんばらなければならないのですが、自分はまだまだ半
人前なので、早く一人前になる為に、辛いことや楽しいことな
どいろいろと経験を積んでいかなければならないと思う。
今日という日を期に、いままでの経験をいかしながら、より
多くの事を学び、立派な大人になっていきたいと思います。

吉野 雄大

内談町成人式
平成15年
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国
際
交
流
コ
ー
ナ
ー

どうするでしょう？皆さんのお宅はどうかな？ネズミが歯を貰ってお金を置いていくの？それか妖精が
やってくるの？？？さぁ、色々な国から日本にやって来た外国人に歯について習慣を聞いてみました。今
月の「知っとった」は世界の不思議な習慣を伝えたいと思います。いいっけ？

A: Eat more Kierryn. You are a man aren't you?
（ケリン、もっと食べなさい。男だろう。）
B: I am stuffed, Mrs Smith. I can't move even an inch.
(お腹がいっぱいですよ、スミスさん。
少しも動けません（お腹がいっぱいで）。)

"I am stuffed."
アイ アム スタッフト

（私はお腹がいっぱい。）

子供の歯が大人の歯に生えかわるため、抜けるとき、どうする？

下の歯は屋根の上に投げ、上の歯は縁の下に投げ入れる。
（上の歯は下に、下の歯は上にすくすくと伸びていくように願って
かな？日本全国共通のものなのかどうかは知りませんが、この習慣
を知っている人は結構多いようです。）

夜寝るときに子供は抜けた歯を枕
の下に入れて寝て、寝ている間に妖
精が来て歯を取っていく。翌朝、子
供が見ると枕の下にはお金がある。
（いくらと聞いたら１、２ドルだそ
うで、寝ているときに子供を起こさ
ないで枕の下の歯をとるのは大変
じゃないかと聞いたら、その答えは
「妖精のすることだから。」という答
えでした。さすが妖精ですね。もし
かしてサンタさんの仲間？）

アメリカ、イギリスと同じで、
夜寝るときに子供は抜けた
歯を枕の下に入れて寝る。寝
ている間に妖精が来て取っ
ていく。でもここからは違う。
お金じゃなくてプレゼント
を置いていく。
（どんなプレゼントと聞いた
ら、おもちゃの車とかそうい
う小さなプレゼントだそう
です。）

何にもしないそうで、小箱に入れてずーと保存する
人もいる。

日本 韓国 中国

アメリカ イギリス

イスラエル イタリア

フランス

メキシコ スペイン スロベニア

ナイジェリア

アメリカ、イギリス、フランスと同じで夜寝るときに子供は抜け
た歯を枕の下に入れて寝る。でも、寝ている間に妖精じゃなくて
ネズミが来て取っていく。歯を貰ってお金を置いていく。
（妖精もネズミも歯を取っていってどうするんだろう？？笑い）

ナイジェリアでは、抜けた歯を屋根裏に隠す
そうで、その時におまじないを唱える。その
内容がこれ、
「ねずみさん、ねずみさん、どうかこの歯を食
べないで下さい。食べられてしまったら、私
には新しい歯が生えてこなくなってしまい
ます。もしあなたが私の歯を食べたら、私は
家中探してあなたの家族を皆殺しにします」。
（・・・おまじないというよりは、脅迫に近いも
のがあるかもね。(笑)。でも、食べられてしま
ったら新しい歯が出てこない・・・という発想
がユニークで面白いですね！）

これは何回も書きましたが、ここで紹介している各国の文
化は絶対的なものではありません。だから、この国では必
ずこうなんだ、これしかないとは思わないでくださいね。
一人ひとりはその文化の全体の代表ではもちろんなく、そ
の文化の一部の代表にすぎません。他にもいろいろな習慣
や考え方がその国にはあるでしょう。そのことを忘れずに
これからも「知っとった」の異文化紹介を楽しく読んでい
ただきたいと願っています。よろしくね！！



昨
年
末
、
内
談
町
社
会
福
祉
協
議

会
に
よ
る
歳
末
見
舞
金
の
贈
呈
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

同
協
会
長
で
あ
る
岩
本
町
長
が
西
山
ト
キ
さ
ん

（
鶴
ヶ
丘
2
）
宅
を
訪
問
し
、「
顔
色
が
良
く
て
な
に

よ
り
。
温
泉
保
養
館
で
の
リ
ハ
ビ
リ
で
友
達
を
た
く

さ
ん
作
っ
て
元
気
で
良
い
年
を
迎
え
て
く
だ
さ
い
」

と
見
舞
金
を
手
渡
し
ま
し
た
。
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第
24
回
を
迎
え
た
ユ
ニ
セ
フ
募
金
活
動
が
、
昨
年
12

月
22
日
（日）
、
町
内
の
大
型
店
鋪
の
出
入
口
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
当
日
は
寒
い
日
で
し
た
が
、
子
ど
も
た
ち
は
1
時

間
あ
ま
り
、
み
ん
な
で
協
力
し
て
作
っ
た
色
鮮
や
か
な
ポ

ス
タ
ー
と
募
金
箱
を
手
に
持
ち
、
訪
れ
る
買
い
物
客
に
大

き
な
声
で
募
金
を
呼
び
か
け
て
い
ま
し
た
。

お
か
げ
さ
ま
で
募
金
額
は
午
前
と
午
後
を

合
わ
せ
て
、
11
万
1
9
6
8
円
に
な
り

ま
し
た
。
集
ま
っ
た
お
金
は
、
日
本

ユ
ニ
セ
フ
協
会
の
方
に
送
ら
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
協
力
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ニ
セ
フ
募
金
に
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ユ

皆様からのご連絡お便り、お待ちしています。

た
う
ん
フ
ォ
ー
カ
ス

昨
年
12
月
末
、
向
粟
崎
2
丁
目
で
付
近
の
住
民
か
ら

『
み
と
』
と
呼
ば
れ
、
主
婦
達
の
社
交
場
と
し
て
親
し
ま

れ
て
き
た
洗
い
場
の
改
修
工
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

夏
に
は
ス
イ
カ
な
ど
を
冷
や
し
、
冬
に
は
洗
濯
、
野

菜
の
泥
落
と
し
な
ど
、
昭
和
の
初
期
か
ら
地
区
の
財
産

と
し
て
活
用
さ
れ
、
住
民
た
ち
に
よ
っ
て
守
ら
れ
て
き

た
『
み
と
』。野

菜
を
洗
い
に
訪
れ
た
主
婦
達
も
「
き
れ

い
に
な
っ
て
あ
り
が
た
い
話
」
と
頬
を

緩
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

域
住
民
の
憩
い
の
場

向
粟
崎
2
丁
目
『
み
と
』

地
１
月
26
日
（日）
内
談
体
育
館
に
お
い

て
チ
ビ
ス
ポ
新
春
親
子
運
動
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
普
通
の
運
動
会
と
は
一
味
も
ふ
た
味

も
違
う
チ
ビ
ス
ポ
な
ら
で
は
の
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
と

り
入
れ
た
競
技
の
数
々
。
慣
れ
な
い
競
技
に
戸
惑
い
な

が
ら
も
親
子
で
楽
し
く
汗
を
流
し
ま
し
た
。

ビ
ス
ポ
新
春

親
子
運
動
会

チ

末
見
舞
金

贈
呈

歳

内
談
町
子
ど
も
会
連
絡
協
議
会
・
内
談
町
子
ど
も
委
員
会



昨
年
12
月
19
日
（木）
、
内
談
町
と
津

幡
警
察
署
、
さ
ら
に
内
談
町
暴
走
族
根
絶

運
動
推
進
会
議
、
暴
力
追
放
連
絡
協
議
会
、
防
犯

と
交
通
安
全
推
進
隊
が
共
同
し
て
の
防
犯
・
交
通
一
斉

パ
ト
ロ
ー
ル
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

内
談
大
橋
に
続
き
、
内
談
湊
大
橋
が
開
通
す
る
な
ど
、

ま
す
ま
す
交
通
の
要
所
と
し
て
の
重
責
を
担
う
こ
と
と

な
る
内
談
町
。
交
通
量
の
増
加
に
と
も
な
う
事
故
の
増

加
が
懸
念
さ
れ
る
中
、
ス
ー
パ
ー
入
口
な
ど
町
内
数
カ

所
で
道
行
く
人
々
に
声
を
か
け
、
交
通
マ
ナ
ー
の
向
上
、

飲
酒
運
転
や
暴
力
の
追
放
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
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内
談
町
大
学
１
丁
目
２
番
地
１

1
２
８
６
│
６
７
２
０

〒
９
２
０
│

０
２
９
２

内
談
町
役
場
総
務
課
広
報
担
当

FAX
２
８
６
│
０
６
１
７

た
う
ん
フ
ォ
ー
カ
ス

12
月
21
日
（土）
、
く
れ
よ
ん
の
会
主
催
の
ク
リ
ス
マ
ス

コ
ン
サ
ー
ト
が
役
場
町
民
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

金
沢
を
中
心
に
活
動
す
る
ゴ
ス
ペ
ル
グ
ル
ー
プ
『
ア
ノ
イ

ン
テ
ィ
』
が
登
場
し
見
事
な
歌
声
を
披
露
し
ま
し
た
。
ま

た
、
会
場
全
体
を
巻
き
込
ん
で
リ
ズ
ム
を
と
る
遊
び
を

行
う
な
ど
、
大
人
も
子
ど
も
も
手
を
た
た
き
、
声
を
出

し
、
会
場
は
大
変
な
盛
り
上
が
り
を
み
せ
ま
し
た
。

障
害
を
持
つ
子
ど
も
達
へ
の
理
解
を
求

め
、
活
動
を
続
け
て
い
る
く
れ
よ
ん

の
会
。
子
ど
も
達
に
と
っ
て
も
忘

れ
ら
れ
な
い
ク
リ
ス
マ
ス
と
な
っ

た
よ
う
で
す
。

れ
よ
ん
の
会

ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

く

鶴
ヶ
丘
東
地
区
の
老
人
ク
ラ
ブ
鶴

寿
会
が
、
こ
の
1
月
号
を
も
っ
て
第
300
号

と
な
る
会
報「
鶴
寿
会
だ
よ
り
」を
発
行
し
ま
し
た
。

創
刊
か
ら
の
25
年
間
、
毎
月
欠
か
す
こ
と
な
く
継
続

さ
れ
て
き
た
「
鶴
寿
会
だ
よ
り
」
は
、
行
事
連
絡
や

俳
句
を
紹
介
す
る
な
ど
会
員
相
互
の
意
思
疎
通
を
図

る
重
要
役
割
を
担
っ
て
き
ま
し
た
。『
継
続
は
力
な

り
』
そ
の
力
こ
そ
が
鶴
寿
会
の
元
気
の
秘
訣
か
も
し

れ
ま
せ
ん
ね
。

内
談
町
鶴
ヶ
丘
郵
便
局
に
お
い
て
、
第
6
回
砂
丘
絵
手
紙
倶

楽
部
の
年
賀
状
展
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
町
内
の
絵
手
紙
愛
好

家
「
ふ
れ
あ
い
絵
手
紙
教
室
」
の
力
作
と
、
会
員
の
も
と
に
届

い
た
絵
手
紙
が
多
数
展
示
さ
れ
て
お
り
、
局
内
の
雰
囲
気
、
訪

れ
る
人
々
の
表
情
を
和
ま
せ
る
効
果
に
一
役
を
買
っ
て
い
ま
し

た
。 6

回
砂
丘
絵
手
紙
倶
楽
部

年
賀
状
展

第
続
は
力
な
り
！

継

犯
と
交
通

防
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役 場 代 表 286－1111

町 民 部
町 民 生 活 課 286－6701
環 境 対 策 室 286－6701
保健センター 286－6101
保 険 年 金 課 286－6702
介 護 保 険 室 286－6703

産業建設部
産 業 経 済 課 286－6708
建 設 課 286－6710
都 市 計 画 課 286－6712
北部開発対策室 286－6713

教育委員会
生 涯 学 習 課 286－6716
学 校 教 育 課 286－6717

総 務 部
総 務 課 286－6720
町史編さん室 286－6720
財 務 検 査 室 286－6720
人 事 秘 書 室 286－6721
企 画 調 整 課 286－6723
税 務 課 286－6706

企 業 局
水 道 課 286－1115
新エネルギー開発対策室 286－1115
下 水 道 課 286－6718

出 納 室 286－6707
議 会 事 務 局 286－6715
消 防 本 部 286－3301
図 書 館 286－1930
文 化 会 館 286－1123
働 く 婦 人 の 家 237－6440
屋内温水プール 286－1800
蹟公共施設等管理公社 286－1800
社会福祉協議会 286－6950

お問い合わせは
こちらまで

役
場
庁
舎
パ
ー
ト
職
員
募
集

職
種
及
び
採
用
予
定
人
数
▼

パ
ー
ト
職
員

1
名

勤
務
場
所
▼
内
談
町
役
場

勤
務
内
容
▼

庁
舎
管
理
の
補
助
員
（
庁
舎
内
外
の
軽
作

業
）

応
募
資
格
▼

内
談
町
に
住
所
を
有
す
る
健
康
な
方

賃

金
▼
時
給
7
6
0
円

勤
務
時
間
▼

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
の
週
5
日

8
時
00
分
〜
12
時
30
分
ま
で
（
時
間
外
勤

務
を
お
願
い
す
る
事
も
あ
り
ま
す
。）

採
用
予
定
日
▼
4
月
1
日
（火）

応
募
手
続
▼

企
画
調
整
課
で
交
付
す
る
願
書
・
履
歴

書
を
提
出
し
て
下
さ
い
。

応
募
期
限
▼
2
月
28
日
（金）

※
面
接
試
験
日
は
後
日
連
絡
致
し
ま
す
。

（
3
月
下
旬
を
予
定
）

願
書
提
出
先
、
問
い
合
わ
せ
先
▼

総
務
部
企
画
調
整
課

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費

給
付
の
申
請
手
続
に
つ
い
て

内
談
町
で
は
、
1
月
よ
り
ひ
と
り
親
家
庭
等

に
対
し
て
医
療
費
の
給
付
を
始
め
ま
し
た
。
ま

だ
申
請
が
お
済
み
で
な
い
方
は
申
請
手
続
を
お

勧
め
し
ま
す
。

給
付
対
象
者
▼
母
子
家
庭
の
母
お
よ
び
児
童

父
子
家
庭
の
父
お
よ
び
児
童

父
母
の
い
な
い
児
童

対
象
児
童
の
年
齢
▼

満
18
歳
に
達
す
る
日
以
降
の
最
初
の
3
月
31

日
ま
で
の
間
に
あ
る
も
の
（
障
害
の
あ
る
児

童
は
20
歳
未
満
）

助
成
額（
支
給
額
）▼

医
療
保
険
制
度
上
の
一
部
負
担
金
か
ら
、
1，

0
0
0
円
（
月
額
）
を
差
し
引
い
た
額
（
町
及

び
県
が
負
担
又
は
給
付
す
る
場
合
は
そ
の
額

を
控
除
し
た
額
）例
え
ば
、乳
幼
児
医
療
費
等

受
給
資
格
申
請
に
必
要
な
も
の
▼

健
康
保
険
証
、
印
鑑
、
申
請
者
名
義
の
預
金

口
座
番
号

受
給
の
期
間
▼
受
給
資
格
証
の
交
付
日
か
ら

申
請
及
び
請
求
先
▼
町
民
部
町
民
生
活
課

清
湖
小
学
校
開
放
施
設
の

利
用
者
を
募
集

清
湖
小
学
校
で
は
、
生
涯
学
習
活
動
を
支
援

す
る
た
め
に
、
学
校
の
授
業
に
支
障
の
な
い
範

囲
で
特
別
教
室
を
開
放
し
て
い
ま
す
。
開
放
教

室
は
「
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
・
家
庭
科
室
・
特
別
活

動
室
・
図
工
室
・
音
楽
室
・
理
科
教
室
・
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
教
室
」

の
8
教
室
で
す
。

平
成
15
年
度
に
特
別
教
室
の
利
用
を
ご
希
望
の

団
体
は
、
次
の
要
領
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
期
間
▼
2
月
10
日
（月）
〜
2
月
28
日
（金）

申
し
込
み
資
格
▼
町
内
に
在
住
、
在
勤
ま
た
は

在
学
の
5
名
以
上
で
構
成
す
る
グ
ル
ー
プ

開
放
時
間
▼

平

日

午
後
6
時
〜
9
時
30
分

休
校
日

午
前
9
時
〜
午
後
9
時
30
分

申
し
込
み
方
法
▼
生
涯
学
習
課
に
備
え
付
け
の

用
紙
で
お
申
し
込
み
下
さ
い
。（
印
鑑
必
要
）

問
い
合
わ
せ
先
▼
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

内
談
町
議
会
議
員
選
挙
に

立
候
補
さ
れ
る
方
へ

平
成
15
年
4
月
27
日
執
行
予
定
の
内
談
町
議

会
議
員
選
挙
に
お
け
る
立
候
補
予
定
者
説
明
会

を
、
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
の
で
ご
参
集
く

だ
さ
い
。

日
時
▼
3
月
26
日
（水）
午
後
2
時
か
ら

場
所
▼
内
談
町
役
場
3
階

301
・
302
会
議
室

問
い
合
わ
せ
先
▼
選
挙
管
理
委
員
会

1
2
8
6
―

6
7
2
0
（
総
務
課
内
）

4
月
か
ら
小
学
校
へ
入
学
す

る
児
童
の
保
護
者
の
方
へ

平
成
15
年
4
月
か
ら
小
学
校
へ
入
学
す
る
お

子
様
の
お
名
前
が
、「
広
報
う
ち
な
だ
3
月
号
」

に
掲
載
さ
れ
ま
す
。
町
内
外
の
学
校
へ
の
入
学

を
問
わ
ず
、
平
成
15
年
1
月
1
日
現
在
の
住
民

登
録
に
よ
っ
て
、
地
区
ご
と
に
お
子
様
の
氏
名

の
み
が
記
載
さ
れ
ま
す
。

事
情
に
よ
り
掲
載
を
希
望
さ
れ
な
い
方
は
、

2
月
20
日
ま
で
に
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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人
権
教
育
講
演
会

場
所
▼
内
談
町

町
民
ホ
ー
ル
（
役
場
1
階
）

月
日
▼
3
月
2
日
（日）

時
間
▼
午
前
10
時
〜
12
時

講
師
▼
金
沢
大
学
助
教
授
、
浅
野
秀
重
氏

講
師
▼
金
沢
大
学
落
語
研
究
会

備
考
▼
入
場
無
料

問
い
合
わ
せ
先
▼
教
育
委
員
会

生
涯
学
習
課

1
2
8
6
―

6
7
1
6

第
20
回
内
談
町
長
距
離
継
走

大
会
参
加
者
募
集
！

日

時
▼
3
月
21
日（
祝
・
金
）

開
会
式

午
前
9
時
30
分

ス
タ
ー
ト

午
前
10
時

コ
ー
ス
▼
サ
ン
セ
ッ
ト
ブ
リ
ッ
ジ
内
談

周
回
コ
ー
ス（
一
周
3.5
d
）

サ
イ
ク
リ
ン
グ
タ
ー
ミ
ナ
ル
発
着

部

門
▼
1
部

一
般
の
部（
高
校
生
含
む
）

2
部

中
学
生
の
部

3
部

小
学
生
の
部（
4
年
か
ら
6
年
）

4
部

個
人（
年
代
別
）

チ
ー
ム
編
成
▼
4
人
チ
ー
ム

申
し
込
み
締
切
▼
2
月
28
日
（金）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
▼

内
談
町
体
育
協
会
事
務
局

1
2
8
6
―

6
7
1
6

“ア
ジ
ア
の
壁
”

サ
ッ
カ
ー
元
日
本
代
表

井い

原は
ら

正ま
さ

巳み

さ
ん
来
町

今
回
の
生
涯
学
習
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
な
ん
と
！

つ
い
先
日
、
惜
し
ま
れ
な
が
ら
現
役
引
退
を
表

明
さ
れ
た
井
原
正
巳
さ
ん
を
お
迎
え
し
、
次
の

と
お
り
行
わ
れ
ま
す
。
ま
た
二
胡
と
中
国
琵
琶

に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
も
行
い
ま
す
の
で
、
皆
様

の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

今
回
は
、
全
国
的
に
“総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
”の
推
進
を
図
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

地
域
と
ス
ポ
ー
ツ
の
関
わ
り
に
つ
い
て
の
お
話

を
拝
聴
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

楽
し
み
楽
し
み
！

日
時
▼
3
月
16
日
（日）

開
場
▼
午
後
1
時
30
分

開
演
▼
午
後
2
時

場
所
▼
内
談
町
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

そ
の
他
▼
入
場
無
料
、
全
席
自
由
、

簡
易
託
児
所
設
置
予
定

（
要
申
込
3
月
6
日
（木）
ま
で

定
員

15
名
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

問
い
合
わ
せ
先
▼
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

1
2
8
6
―

6
7
1
6

内
談
町
福
祉
会
夕
陽
ヶ
丘
苑

パ
ー
ト
職
員
募
集

職
種
及
び
採
用
予
定
人
員
▼

用
務
員

1
名

応
募
資
格
▼

内
談
町
に
住
所
を
有
し
、
年
齢
40
歳
か
ら
60

歳
ま
で
の
健
康
な
方

業
務
内
容
▼

夕
陽
ヶ
丘
苑
で
の
清
掃
及
び
洗
濯
業
務
他

勤
務
条
件
等
▼

（1）
賃
金

時
給
7
6
0
円

（2）
勤
務
日

原
則

月
曜
日
〜
土
曜
日

4
時
間

（3）
勤
務
時
間

午
前
9
時
〜
午
後
1
時

午
後
1
時
〜
午
後
5
時
の

交
替
勤
務

採
用
予
定
日
▼
4
月
1
日
（火）

応
募
期
限
▼
2
月
20
日
（木）

応
募
要
領
▼

夕
陽
ヶ
丘
苑
で
交
付
す
る
申
込
書
に
健

康
診
断
書
を
添
え
て
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

面
接
試
験
▼

日
時
、
場
所
は
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
▼

内
談
町
福
祉
会

夕
陽
ヶ
丘
苑

1
2
8
6
―

9
9
1
1

「
内
談
町
史
第
二
編
」
編
さ
ん

昔
の
写
真
、
古
文
書
は

あ
り
ま
せ
ん
か

内
談
町
で
は
、
平
成
16
年
度
発
刊
を
目
指
し

て
、「
内
談
町
史
第
二
編
」
の
編
さ
ん
に
取
り

組
ん
で
お
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
皆
様
方
の
お
家
に
昔
の
内
談
町
の

風
景
や
今
は
無
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
学
校
等
の

建
物
、
当
時
の
生
活
の
様
子
の
わ
か
る
写
真
・

絵
・
ス
ケ
ッ
チ
が
あ
り
ま
せ
ん
か
？

ま
た
、

古
文
書
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
是
非
町
史
編
さ

ん
室
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
お
借
り
し
た
写

真
・
絵
・
ス
ケ
ッ
チ
・
古
文
書
等
は
責
任
を
持

っ
て
お
返
し
い
た
し
ま
す
。

連
絡
先
▼
総
務
部
町
史
編
さ
ん
室

平
成
15
・
16
年
度
競
争
入
札

資
格
申
請
書
の
提
出
を

内
談
町
で
は
、
平
成
15
・
16
年
度
の
競
争
入

札
資
格
申
請
書
の
受
付
を
次
の
と
お
り
行
っ
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
公
共
工
事
を
請
け
負
う
と

き
は
、
経
営
事
項
結
果
通
知
書
の
写
し
の
提
出

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

※
な
お
、
物
品
製
造
販
売
等
の
業
者
受
付
も
あ

わ
せ
て
行
っ
て
お
り
ま
す
。

受
付
期
間
▼
平
成
15
年
2
月
末
日
ま
で

申
請
様
式
▼
国
土
交
通
省
統
一
様
式

又
は
石
川
県
指
定
様
式

提
出
部
数
▼

1
部（
Ａ
4
フ
ラ
ッ
ト
フ
ァ
イ
ル
綴
じ
）

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先
▼
総
務
部
総
務
課
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実
費
を
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

期
間：

平
成
15
年
5
月
〜
平
成
17
年
3
月

《
両
コ
ー
ス
》

◎
開
催
日
・
場
所

毎
月
第
2
土
曜
日

内
談
町
役
場
会
議
室

◎
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

内
談
砂
丘
文

芸
ス
ク
ー
ル
事
務
局
（
生
涯
学
習
課
内
）

1
2
8
6
―

6
7
1
6

ƒ
2
8
6
―

6
7
1
4

女
性
県
政
学
習
バ
ス
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

平
成
15
年
度
『
女
性
県
政
学
習
バ
ス
』
の
参

加
団
体
を
募
集
し
ま
す
。
バ
ス
を
利
用
し
て
県

の
施
設
な
ど
を
見
学
し
、
県
政
へ
の
理
解
を
深

め
ま
せ
ん
か
。

対
象
▼
原
則
と
し
て
、
35
〜
55
人
ま
で
の
女
性

の
団
体
（
複
数
の
団
体
が
合
同
で
申
し
込
む

こ
と
も
で
き
ま
す
。）

運
行
期
間
▼

5
月
6
日
（火）
〜
11
月
30
日
（日）

申
し
込
み
期
間
▼

3
月
3
日
（月）
〜
3
月
14
日
（金）〈
当
日
消
印
有
効
〉

問
い
合
わ
せ
先
▼
内
談
町
の
方
は

県
庁
女
性
青
少
年
課
男
女
共
同
参
画
推
進
室

〒
9
2
0
―

8
5
8
0

金
沢
市
鞍
月
1
―

1

1
2
2
5
―

1
3
7
8

※
参
加
を
希
望
さ
れ
る
団
体
は
、
右
記
の
窓
口

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
実
施
要
領
を
お
送
り

し
ま
す
。

※
初
め
て
の
団
体
を
歓
迎
し
ま
す
。

65
歳
か
ら
医
療
費
助
成
が

受
け
ら
れ
ま
す

内
談
町
で
は
65
歳
の
誕
生
月
の
翌
月
（
1
日

生
ま
れ
の
方
は
誕
生
月
）
か
ら
か
か
っ
た
医
療

費
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

今
月
の
該
当
者
▼

昭
和
13
年
3
月
1
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方

注：

65
歳
に
な
ら
れ
る
方
で
障
害
手
帳
1
級
・

2
級
・
3
級
及
び
療
育
Ａ
の
手
帳
を
お
持
ち

の
方
は
、
該
当
し
ま
せ
ん
。

申
請
受
付
開
始
日
▼
2
月
24
日
（月）

持
参
し
て
い
た
だ
く
も
の
▼

印
鑑
、
健
康
保
険
証
、
銀
行
預
金
通
帳
（
受

給
者
本
人
の
口
座
番
号
の
わ
か
る
も
の
）

※
国
民
健
康
保
険
以
外
の
健
康
保
険
（
社
会
保

険
・
共
済
等
）に
加
入
の
方
も
申
請
で
き
ま
す
。

知
っ
て
お
こ
う
！

Ｂ
型
Ｃ
型
肝
炎

近
年
、
肝
硬
変
、
肝
臓
が
ん
な
ど
、
肝
臓
病

で
亡
く
な
る
人
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

肝
臓
病
の
要
因
と
い
う
と
ア
ル
コ
ー
ル
を
第

1
に
考
え
が
ち
で
す
が
、
実
は
半
数
以
上
が
肝

炎
ウ
イ
ル
ス
（
Ｂ
型
・
Ｃ
型
）
に
よ
る
も
の
と

云
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ほ
と
ん
ど
の
人
が
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に

感
染
し
て
も
気
づ
か
ず
に
放
置
し
て
い
る
よ
う
で

す
。
そ
れ
は
、
肝
臓
が
”沈
黙
の
臓
器
“と
云
わ
れ

て
い
る
よ
う
に
、
ひ
ど
い
状
態
に
な
る
ま
で
ほ
と

ん
ど
自
覚
症
状
が
な
い
か
ら
で
し
ょ
う
。

ウ
イ
ル
ス
性
の
肝
炎
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の

か
、
も
し
感
染
し
て
い
た
ら
ど
う
し
た
ら
い
い

の
か
、
治
療
方
法
に
つ
い
て
な
ど
、
こ
の
機
会

に
ぜ
ひ
確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

講
演
後
、
個
別
の
相
談
も
で
き
ま
す
。

と

き
▼
2
月
21
日
（金）

午
後
2
時
〜
3
時
ま
で

と
こ
ろ
▼
内
談
町
保
健
セ
ン
タ
ー

講

師
▼
金
沢
医
科
大
学
消
化
器
内
科
教
授

高
瀬
修
二
郎

医
師

申
し
込
み
▼
2
月
18
日
ま
で
に
内
談
町
保
健

セ
ン
タ
ー

2
8
6
―

6
1
0
1

ふ
る
さ
と
の
「
文
学
」
と
の
出

会
い
を
！

あ
な
た
も
ふ
る

さ
と
の
作
家
に
な
ろ
う
！

故
郷
の
文
学
を
楽
し
く
学
び
た
い
、
小
説
や

エ
ッ
セ
イ
の
書
き
方
を
学
び
た
い
…
と
思
っ
て

い
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

※
内
談
砂
丘
文
芸
ス
ク
ー
ル
で
は
、
鑑
賞
・
創

作
コ
ー
ス
の
学
生
募
集
を
行
い
ま
す
。

q
文
学
鑑
賞
コ
ー
ス
（
石
川
県
内
の
文
学
作
品

を
学
び
、
文
学
へ
の
関
心
を
深
め
る
。）

対
象：

高
校
生
以
上
で
文
学
に
関
心
の
あ
る
方

定
員：

30
名

受
講
料：

2，

0
0
0
円
／
1
年
（
そ
の
他
、

実
費
を
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

期
間：
平
成
15
年
5
月
〜
平
成
16
年
3
月

w
文
学
創
作
コ
ー
ス
（
幅
広
い
分
野
の
文
学
創

作
を
学
ぶ
。）

対
象：

高
校
生
以
上
で
文
学
創
作
に
関
心
の
あ

る
方

定
員：

30
名

受
講
料：

5，

0
0
0
円
／
2
年
（
そ
の
他
、

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

教
室
へ
の
お
誘
い

『
流
木
を
使
っ
て
の
春
ら
し
い
ア
レ
ン
ジ
』

お
部
屋
に
ひ
と
足
早
く
春
を
呼
び
ま
し
ょ
う

日

時
▼
3
月
7
日
（金）

昼
の
部

午
前
10
時
〜
12
時

夜
の
部

午
後
7
時
30
分
〜
9
時
30
分

講

師
▼
竹
内
み
よ
え

場

所
▼
働
く
婦
人
の
家

2
階
講
習
室

受
講
料
▼
材
料
費
と
し
て
1，

5
0
0
円
〜

2，

0
0
0
円

持
ち
物
▼
花
切
り
ば
さ
み

定

員
▼
各
15
名

締
切
日
▼
2
月
28
日
（金）

※
た
だ
し
、
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
ら
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

※
生
花
を
人
数
分
用
意
し
ま
す
の
で
、
締
切
日

以
降
の
キ
ャ
ン
セ
ル
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
▼
働
く
婦
人
の
家

1
2
3
7
―

6
4
4
0

（
月
〜
金

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
）

皆
様
、
奮
っ
て
ご
応
募
下
さ
い
！
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県
立
内
談
高
校
購
買
部

パ
ー
ト
職
員
募
集

応
募
資
格
▼

学
校
ま
で
の
距
離
が
2
d
未
満
に
お
住
ま
い

の
50
歳
未
満
の
健
康
な
方

勤
務
条
件
等
▼

・
雇
用
期
間
1
年（
4
月
1
日
〜
3
月
31
日
）

更
新
可
能

・
休
日

学
校
の
休
業
日
（
土
・
日
曜
日
、

祝
祭
日
、
春
・
夏
・
冬
季
休
業
日
等
）

・
勤
務
時
間

9
時
〜
13
時
の
4
時
間

（
短
縮
授
業
の
日
は
、
8
時
30
分
〜
12
時

30
分
の
4
時
間
）

・
勤
務
内
容

販
売
、
帳
票
記
入
等

・
給
料

時
給

9
0
0
円
（
1
日
4
時
間

3，

6
0
0
円
）

・
手
当

夏
季
・
年
末
手
当：

そ
れ
ぞ
れ

給
料
の
1
か
月
分
相
当
額

・
各
種
保
険
等

労
災
保
険
・
雇
用
保
険

に
加
入

・
有
給
休
暇

労
働
基
準
法
に
よ
り
付
与

・
退
職
慰
労
金

県
の
嘱
託
職
員
に
準
じ

て
支
給

採
用
予
定
日
▼
4
月
1
日

応
募
期
限
▼
2
月
末
日

問
い
合
わ
せ
先
▼

県
立
内
談
高
校
事
務
長

1
2
3
8
―

5
3
0
1

ご
存
じ
で
す
か
？

『
自
動
車
フ
ロ
ン
券
』

エ
ア
コ
ン
等
に
冷
媒
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い

る
フ
ロ
ン
は
、
オ
ゾ
ン
層
破
壊
物
質
で
あ
り
、

ま
た
温
室
効
果
ガ
ス
で
も
あ
り
ま
す
。
オ
ゾ
ン

層
保
護
と
地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め
、
平
成
14

年
10
月
1
日
よ
り
『
フ
ロ
ン
回
収
破
壊
法
』
が

施
行
さ
れ
、
カ
ー
エ
ア
コ
ン
が
搭
載
さ
れ
た
車

を
廃
棄
処
分
す
る
際
に
は『
自
動
車
フ
ロ
ン
券
』

に
よ
り
フ
ロ
ン
回
収
等
の
費
用
を
ご
負
担
い
た

だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。『
自
動
車
フ
ロ
ン

券
』
は
全
国
の
郵
便
局
、
ま
た
は
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
（
セ
ブ
ン
―

イ
レ
ブ
ン
、
ロ
ー
ソ

ン
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
、
サ
ー
ク
ル
Ｋ
、
サ

ン
ク
ス
）
各
店
舗
に
て
1
台
当
た
り
2，

5
8

0
円
を
払
い
込
ん
で
い
た
だ
き
、
そ
の
払
い
込

ん
だ
証
明
と
し
て
『
自
動
車
フ
ロ
ン
券
』
を
受

け
取
り
、
廃
棄
処
分
時
に
車
と
一
緒
に
引
取
業

者
に
お
渡
し
願
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
▼
自
動
車
フ
ロ
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

1
0
3
―

5
5
3
2
―

1
4
6
1

『
自
動
車
の
検
査
・
登
録
申
請

は
、
混
雑
す
る
3
月
期
を
避

け
て
、
お
早
め
に
！
』

毎
年
3
月
は
、
自
動
車
の
検
査
・
登
録
申
請

が
集
中
し
、
窓
口
が
大
変
混
雑
し
ま
す
。

昨
年
は
、
2
月
下
旬
か
ら
継
続
検
査
が
増
大

し
、
3
月
半
ば
を
過
ぎ
ま
す
と
名
義
変
更
や
廃

車
の
手
続
が
ピ
ー
ク
に
達
し
、
1
日
に
4
0
0
0

件
以
上（
平
常
の
5
倍
以
上
）と
な
る
こ
と
が
あ
り
、

申
請
の
処
理
に
半
日
も
お
待
ち
願
う
な
ど
大
変
ご

迷
惑
を
か
け
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

本
年
も
昨
年
並
の
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の

で
、
継
続
検
査
は
、
有
効
期
間
の
満
了
す
る
日
の

1
ヵ
月
前
か
ら
受
検
で
き
る
制
度
を
利
用
し
て
、

比
較
的
ス
ム
ー
ズ
に
受
検
で
き
る
2
月
中
旬
ま

で
に
、
ま
た
、
名
義
変
更
や
廃
車
の
手
続
き
等
は

3
月
上
旬
ま
で
に
済
ま
さ
れ
る
よ
う
申
請
者
各

位
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
▼
北
陸
信
越
運
輸
局
石
川
運
輸
支
局

1
2
9
1
―

0
5
3
3
（
整
備
）

1
2
9
1
―

0
5
3
4
（
登
録
）

こ
う
な
り
ま
す

預
金
保
険
制
度

当
座
預
金
、
普
通
預
金
、
別
段
預
金
は
、
平
成
17

年
3
月
末
ま
で
引
き
続
き
全
額
保
護
さ
れ
ま
す
。

・
定
期
預
金
等
に
つ
い
て
は
、こ
れ
ま
で
同
様
、

元
本
1，

0
0
0
万
円
ま
で
と
そ
の
利
息
等

が
保
護
さ
れ
ま
す
。そ
れ
を
超
え
る
部
分
は
、

破
た
ん
金
融
機
関
の
財
産
の
状
況
に
応
じ
て

支
払
わ
れ
ま
す
。（
一
部
カ
ッ
ト
さ
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。）

・
平
成
17
年
4
月
以
降
は
、
当
座
預
金
等
の
利

息
の
つ
か
な
い
預
金
が
全
額
保
護
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

・
預
金
保
険
制
度
、
農
漁
協
系
統
貯
金
保
険
制

度
と
も
に
同
様
の
取
扱
い
が
な
さ
れ
ま
す
。

も
っ
と
詳
し
く
知
り
た
い
方
は
？
▼

預
金
保
険
機
構
1
0
3
―

3
2
1
2
―

6
0
2
9

北
陸
財
務
局

1
2
9
2
―

7
8
5
3

ま
た
は
金
融
機
関
の
窓
口
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

悪
質
な
貸
金
業
者
に
ご
注
意

◆
拡
大
す
る
金
融
被
害

「
低
金
利
で
融
資
」「
他
店
で
断
わ
ら
れ
た
方
も
Ｏ

Ｋ
」
な
ど
と
多
重
債
務
者
を
誘
い
込
み
、
出
資
法

で
定
め
ら
れ
た
上
限
金
利
（
年
29.2
％
）
を
超
え
る

法
外
な
利
息
を
要
求
し
た
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
手
口

で
金
銭
を
だ
ま
し
取
っ
た
り
す
る
業
者
や
無
登
録

で
営
業
す
る
業
者
な
ど
、
悪
質
な
業
者
に
よ
る
被

害
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

最
近
は
「
0
9
0
金
融
」
な
ど
の
新
た
な
金
融

被
害
も
広
が
っ
て
い
ま
す
。
0
9
0
金
融
と
は
、

勧
誘
の
チ
ラ
シ
に
携
帯
電
話
の
番
号
と
業
者
名
だ

け
し
か
書
か
ず
、
正
体
を
明
か
さ
な
い
ま
ま
、
法

外
な
高
金
利
で
小
口
の
融
資
を
行
う
業
者
で
す
。

そ
の
他
の
悪
質
な
業
者
の
主
な
手
口
に
つ
い
て

は
、
金
融
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
借
り
過
ぎ
に
ご

注
意
」を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
一
人
で
悩
ま
ず
相
談
を

貸
金
業
者
の
苦
情
・
相
談
に
つ
い
て
は
、
貸

金
業
協
会
、
当
該
貸
金
業
者
の
登
録
先
で
あ
る

財
務
局
ま
た
は
都
道
府
県
の
貸
金
業
担
当
窓

口
、
警
察
本
部
や
最
寄
り
の
警
察
署
な
ど
の
窓

口
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

（社）
石
川
県
貸
金
業
協
会

1
2
3
1
―
1
2
0
0

北
陸
財
務
局
理
財
部
金
融
監
督
第
1
課
貸
金
担
当

1
2
9
2
―
7
8
5
5

石
川
県
商
工
労
働
部
経
営
支
援
課
金
融
係

1
2
2
5
―
1
1
1
1

石
川
県
警
察
本
部
生
活
安
全
部
生
活
保
安
課

1
2
2
5
―
0
1
1
0

http://www.fsa.go.jp/notice/noticej/karisugia.html
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第
12
回
石
川
県
警
察
音
楽
隊

定
期
演
奏
会
ふ
れ
あ
い

コ
ン
サ
ー
ト
2
0
0
3

日
時
▼
3
月
2
日
（日）

開
場
／
午
後
0
時
30
分

開
演
／
午
後
1
時
30
分

場
所
▼
金
沢
市
石
引
4
丁
目
17
番
1
号

石
川
厚
生
年
金
会
館
大
ホ
ー
ル

曲
目
▼
♪
フ
ロ
ー
レ
ン
ス
マ
ー
チ

♪
氷
川
き
よ
し
メ
ド
レ
ー

♪「
あ
の
日
聞
い
た
歌
」（
唱
歌
メ
ド
レ
ー
）

♪
イ
ー
ス
ト
コ
ー
ス
ト
の
風
景

♪
映
画
音
楽「
イ
ン
デ
ペ
ン
デ
ン
ス
デ
イ
・

ハ
リ
ー
ポ
ッ
タ
ー
」

♪
他
数
曲

友
情
出
演
団
体
▼

金
沢
市
立
泉
野
小
学
校
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド

遊
学
館
高
等
学
校
バ
ト
ン
ト
ワ
リ
ン
グ
部

金
沢
市
消
防
音
楽
隊

問
い
合
わ
せ
先
▼

〒
9
2
0-

8
5
5
3

金
沢
市
鞍
月
一
丁
目
1
番
地

石
川
県
警
察
本
部
広
報
相
談
課

1
2
2
5
―

0
1
1
0（

内
線
2
1
4
1
）

ふ
る
さ
と
の
森
と
木
を
語
る

―「
森
と
木
の
復
権
」県
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
―

〜
対
談
＆
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
〜

日

時
▼
2
月
11
日
（祝）

午
後
1
時
開
場

会

場
▼
石
川
県
文
教
会
館

金
沢
市
尾
山
町
10
―

5

入
場
無
料
▼
整
理
券
は
不
要
で
す
。

（
先
着
350
名
様
に
特
製
し
お
り
進
呈
）

プ
ロ
グ
ラ
ム
▼

午
後
1
時
30
分

し
ら
い
み
ち
よ

「
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
」

午
後
1
時
50
分

ス
ラ
イ
ド
上
映

午
後
2
時
〜

高
田
宏
氏
と

し
ら
い
み
ち
よ
氏
の
対
談

午
後
3
時
30
分

終
了
予
定

森
と
木
の
パ
ネ
ル
展

講
師
の
方
へ
の
質
問
を
募
集
！

質
問
採
用
の
方
に
講
師
の
サ
イ
ン
本
・
Ｃ
Ｄ

を
セ
ッ
ト
で
プ
レ
ゼ
ン
ト

主
催
▼
石
川
県
・
森
と
木
の
復
権
県
民
運
動

実
行
委
員
会

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
▼

石
川
県
農
林
水
産
部
森
林
管
理
課

「
森
と
木
の
復
権
県
民
運
動
実
行
委
員
会
」

1
2
2
5
―

1
6
4
3

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

m
o
kuzai@

pref.ishikaw
a.jp

1
9
3
2
年
、京
都
市
生
ま
れ
、石
川
県
大
聖
寺

育
ち
。作
家
。京
都
大
学
文
学
部
卒
。約
30
年
間
諸

雑
誌
を
編
集
し
、1
9
8
4
年
よ
り
文
筆
専
業
。

1
9
7
8
年『
言
葉
の
海
へ
』で
大
佛
次
郎
賞
と

亀
井
勝
一
郎
賞
を
受
賞
。1
9
9
0
年
、『
木
に
会

う
』で
読
売
文
学
賞
受
賞
。1
9
9
5
年
雪
国
文

化
賞
、日
本
ペ
ン
ク
ラ
ブ
理
事
。巨
樹
巨
木
保
護

中
央
協
議
会
会
長
、石
川
県
九
谷
焼
美
術
館
館
長
、

深
田
久
弥
山
の
文
化
館
館
長
。

高
田
宏
氏
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

風
の
盆（
富
山
県
八
尾
町
の
祭
り
）に
出
会
っ
て

以
来
日
本
の『
静
』に
こ
だ
わ
り
続
け
独
自
の
ジ

ャ
ン
ル「
音
風
流
」を
確
立
。人
と
自
然
と
の
共
生
、

調
和
を
テ
ー
マ
に
コ
ン
サ
ー
ト
活
動
と
植
樹
活

動
を
続
け
て
い
る
異
色
の
シ
ン
ガ
ー
。日
中
友
好

沙
漠
緑
化
協
会
理
事
を
努
め
、世
界
自
然
遺
産
会

議
、東
ア
ジ
ア
国
立
公
園
湿
地
保
護
会
議
な
ど
、

環
境
を
テ
ー
マ
に
し
た
イ
ベ
ン
ト
に
も
多
数
参

加
。

し
ら
い
み
ち
よ
氏
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

平成14年度入札契約一覧（100万円以上） （単位：円）
番号 入札月日 入 札 名 落 札 業 者 契約金額（税込み）

番号 入札月日 入 札 名 落 札 業 者 契約金額（税込み） 予定価格（税込み）

１ 12月20日 向粟崎2丁目地内宅地造成に伴う上水道菅布設工事 ㈱飯田管工 1,459,500
２ 12月25日 テレビ照明設備工事（内談砂丘中央線） ㈲メイリョウ商事 1,837,500
３ 12月25日 北部東西線道路照明設置工事（その2） 森下電気商会 2,992,500
４ 12月25日 コミュニティー4・5号路線車止設置工事 オカノ建設工業 2,625,000
5 12月25日 準幹1号線流末排水路改良工事 ㈲福栄建設 3,286,500
6 12月25日 室地区面整備実施設計委託業務 ㈱東洋設計 6,825,000

7 12月25日 Ａ1街区宅地整地工事 中居建設㈱ 10,059,000 10,139,850
8 12月25日 Ａ2・3街区宅地整地工事 丸善建設㈱ 13,545,000 13,749,750
9 12月25日 地区公民館改修工事 ㈱橋本工建 8,085,000 8,493,450

内談町では、公正な入札・契約を推進するため、入札予定価格の事前公表を試行しています。
試行の対象は、予定価格500万円以上の建設工事です。
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知 っ 得 情 報

○登録できる品物 家具、電気製品、乗り物、日用雑貨、音楽用品、
ベビー用品、制服（町内小中学校）

○無料での提供のみお取扱いします。
※写真を掲載したい方は、ご相談ください。

希望者、提供者の方の登録をお待ちしています！！

（1月28日まで受付分）

希望者 提供者交渉成立

環境対策室

紹介登

録
（
６
カ
月
間
）

登

録
（
６
カ
月
間
）

不用品リサイクルの登録情報は内談町のホームページでもご覧いただけます。
http://www.town.uchinada.ishikawa.jp/osirase/sittoku

◇登録、問い合わせ先 町民部環境対策室 1286－6701

新
着
情
報

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

「昔なつかしい家具」を譲ってください！！
特別養護老人ホーム「夕陽ヶ丘苑」では、火鉢やタンスな
ど、昔なつかしい、古い家具を捜しています。施設利用者
の方に喜んでいただけるよう、譲ってくださる方があり
ましたら、ご連絡お願いします。

●譲って下さい（希望品）
ピアノ、ベビーベッド、メリーゴーランド、将棋盤セット、
チャイルドシート、ジュニアシート、
自転車、木馬、室内用1人乗ブランコ、
0～3才幼児用洋服、保温ポット、
男の子に使えるベビー用品一式、2～3才女児の服、
4～5才児の男児の服、オーバーベットテーブル（介護用）
ピアノの補助ペダル、メトロノーム、
サックス（アルトもしくはテナー）、パソコン、
ストーブガード、エレキギターやベース、
学習机（卒業する人で譲ってくれる人がありましたら
お願いします）大根布小学校女児制服140cm程度

●譲ります（提供品）
自動もちつき機、

学習机（木製・椅子はなし）

足踏み健康機（メーター付）

登山用ザック（大）

植木鉢とプランター

ヤマハエレクトーン

不用品リサイクル登録情報

3
月
の
は
ま
な
す
大
学

日

時
▼
3
月
3
日
（月）

午
後
１
時
30
分
〜

場

所
▼
文
化
会
館
３
階

視
聴
覚
室

テ
ー
マ
▼
「
鶴
帰
る
空
」

講

師
▼
日
本
ペ
ン
ク
ラ
ブ
会
員

森
井
道
男
氏

2
月
の
は
ま
な
す
大
学

日

時
▼
2
月
21
日
（金）

午
後
１
時
30
分
〜

場

所
▼
文
化
会
館
1
階

大
ホ
ー
ル

映
画
鑑
賞
▼
タ
イ
ト
ル
「
家
族
」
山
田
洋
次
監
督

※

学
級
生
以
外
の
方
で
も
、
鑑
賞
で
き
ま
す
の
で

ご
来
場
く
だ
さ
い
。

今
月
の
人
権
・
行
政
相
談

（
秘
密
厳
守
・
無
料
）

相
隣
関
係
、
家
庭
、
相
続
、
登
記
、
交
通
安
全
、

税
金
、
年
金
、
消
費
生
活
、
役
所
の
窓
口
、

公
共
施
設
な
ど

と
こ
ろ
▼
内
談
町
働
く
婦
人
の
家

と

き
▼
2
月
21
日
（金）

午
後
１
時
〜
４
時

暮
ら
し
の
情
報
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会場・時間等をご確認のうえお越しください。
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

保
健
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

2月13日（木）
10：30～11：30

みんなで絵本を読む時間

ううううささささここここちちちちゃゃゃゃんんんんルルルルーーーームムムム

今月のテーマ『むかしばなし』

絵本の読みきか
せのほか、フリー
トークもあります。
どなたでもお気軽
においでください。

すくすく赤ちゃん!!
2月20日（木）

13：30～14：00

0才児の遊びの教
室です。発育発達の
相談や子育てアドバ
イスも。
お気軽にご参加ください。
担当：鶴が丘乳児保育園保育士

（子育て支援センター）

0才児の親子あそびの教室

今月のテーマ

『楽しく遊ぼう！』
～自分のこと、赤ちゃんのこと、
この1年のことを思いっきり話そう～

「三びきのこぶた」
イギリス昔話 瀬田貞二訳 山田三郎画

4か月児健診
2月25日（火）対象14年10月生
3月25日（火）対象14年11月生

（受付時間）13：00～14：00

平日 9：00～12：00
（月～金）

健診などの事業により
利用できない日もあり
ます。ご了承ください。

・お部屋の中で食べたり飲んだり
しないでネ
・オムツやごみは持ち帰ってネ
・おもちゃや絵本はかたづけてネ

平日 9：00～12：00
13：00～17：00

土曜日
10：00～12：00

（月～金）

～～～～
～～～～～～～～～

パ ン ダ ク ラ ブ
1～3歳児の遊びの教室

2月12日（水）
10：00～11：00
（受付 9：30～10：00）

※受付時間をすぎた時は、入室できない
場合があります。

どなたでも
お 軽に
おいでください

どなたでも
お気軽に
おいでください

○あてっこゲーム

○子育て相談
※質問用紙は保健センターにあります。

1才6か月児健診
2月18日（火）対象13年 7月生
3月18日（火）対象13年 8月生

（受付時間）13：00～14：00

3才児健診
3月11日（火）対象11年11月生

（受付時間）13：00～14：00

ツベルクリン反応検査とBCG接種
2月25日（火）
ツベルクリン反応検査
（4か月児健診と同時実施）

2月27日（木）
ツ反判定とBCG接種

対象
平成14年10月生

●ツベルクリン（受付時間）13：00～14：00
●B CG接種（受付時間）13：15～14：00

｝
3月25日（火）
ツベルクリン反応検査
（4か月児健診と同時実施）

3月27日（木）
ツ反判定とBCG接種

対象
平成14年11月生｝

献血のお知らせ
2月7日（金）
9：30～16：00
金沢医科大学
（臨床研究棟玄関）

2月26日（水）
9：15～12：00
内談町役場

ご協力をお願いします

マタニティクラス
2月 6日（木）

★楽なお産のためのマタニティ体操
※動きやすい服装でおこしください。
★お産をするということは？

2月13日（木）
★母乳はどのように作られるの
★歯の健康

2月20日（木）
★赤ちゃん用品を考えよう
★気をつけたいねバランスの良い食事

（時間） 受付・尿検査 13：00～13：30
教 室 13：30～15：30

おなかの大きな仲間同士、出産のこと、
育児のこと…みんなで語ってみませんか。
お１人目の方も、２・３人目の方も是
非ご参加ください。
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み
ん
な
の
ひ
ろ
ば

な
ま
え

住

所

お
と
う
さ
ん
・
お
か
あ
さ
ん

酒
本

さ
け
も
と

隆
也

り
ゅ
う
や

新
木

し

ん

き

碧
波

あ

お

ば

永
井

な

が

い

直
寿

な

お

と

中
村

な
か
む
ら

月る
な

荒
木

あ

ら

き

愛
佳

あ

い

か

餅
山

も
ち
や
ま

碧
記

た

ま

き

砂
山

す
な
や
ま

陽
菜

ひ

な

川
田

か

わ

だ

留
実

る

み

笹
川

さ
さ
か
わ

健
人

け

ん

と

中
西

な
か
に
し

舞
雪

ま

ゆ

き

岡
村

お
か
む
ら

将
弥

ま

さ

や

戸
崎

と

ざ

き

丹
美

に

み

相
原

あ
い
は
ら

睦
空

あ

つ

く

山
口

や
ま
ぐ
ち

蒼
太

そ

う

た

星
野

ほ

し

の

七
海

な

な

み

谷
内

や

ち

玲
香

れ

い

か

羽
根
木

は

ね

き

翔
悟

し
ょ
う
ご

（（（（
佐さ

藤と
う

賢け
ん

一い
ち

旭
ヶ
丘

奥お
く

珠た
ま

紀き

美
川
町

北き
た

寛

明

ひ

ろ

あ

き

室

谷
内
口

や

ち

ぐ

ち

正ま
さ

美み

金
沢
市

油あ
ぶ
ら

野の

雄
一
郎

ゆ
う
い
ち
ろ
う

大
根
布
2

盛も
り

山や
ま

敦あ
つ

子こ

松
任
市

宮み
や

下し
た

禎よ
し

章あ
き

大
清
台

貞さ
だ

麻
衣
子

ま

い

こ

珠
洲
市

藤
本

ふ
じ
も
と

菊
枝

き

く

え

大
根
布
４

80
才

濱
垣

は
ま
が
き

和
馬

か

ず

ま

西
荒
屋

72
才

坪
野

つ

ぼ

の

良
弘

よ
し
ひ
ろ

ア
カ
シ
ア
２
69
才

大
平

お
お
ひ
ら

幸
子

さ

ち

こ

鶴
ヶ
丘
3

60
才

林は
や
し

藤
一

と
う
い
ち

緑
台
2

81
才

原は
ら

重
信

し
げ
の
ぶ

向
粟
崎
5

80
才

北き
た

す
て

室

100
才

川
口

か
わ
ぐ
ち

ソ
ト

向
粟
崎
２

85
才

三
浦

み

う

ら

明
や
す
あ
き

鶴
ヶ
丘
1

57
才

森
口

も
り
ぐ
ち

三
津
枝

み

つ

え

向
粟
崎
２

52
才

松
野

ま

つ

の

俊
明

と
し
あ
き

大
根
布
2

76
才

原は
ら

紀
二

と

し

じ

大
根
布
7

61
才

新
丸

し
ん
ま
る

重
子

し

げ

こ

鶴
ヶ
丘
3

75
才

久
保

く

ぼ

や
よ
い

緑
台
2

64
才

新
出

し

ん

で

喜
代
子

き

よ

こ

鶴
ヶ
丘
4

63
才

中
村

な
か
む
ら

等
枝

し

ず

え

緑
台
１

54
才

得た
か

道み
ち

省
吾

し
ょ
う
ご

向
粟
崎
２

5
才

米
田

よ

ね

だ

良
美

よ

し

み

向
粟
崎
5

53
才

邦
彦
・
理
佐

大
根
布
1

将
史
・
麻
由
子
向
粟
崎
2

章
・
純
子

千
鳥
台
2

充
・
嘉

向
粟
崎
4

一
彦
・
教
美

向
粟
崎
1

雅
博
・
央

向
陽
台
2

博
行
・
裕
美

鶴
ヶ
丘
1

義
弥
・
潤
子

北
部
土
地
区
画

亮
・
理
加

大
根
布
6

久
義
・
里
沙

緑
台
2

守
・
順
子

北
部
土
地
区
画

貴
綱
・
陽
子

大
根
布
6

英
樹
・
純
子

大
根
布
6

穣
・
真
弓

鶴
ヶ
丘
4

信
孝
・
志
津
代
鶴
ヶ
丘
4

浩
・
ジ
ョ
ン
グ
ラ
ッ
ク

鶴
ヶ
丘
3

重
雄
・
由
香

鶴
ヶ
丘
5

1月14日までの
届出分

善意の善意の花
◯
(有)
北
陸
運
輸
河
本

昇
様

よ
り
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

南み
な
み

笑
加

え

み

か

上
前

か
み
ま
え

公
之
介

こ
う
の
す
け

白
藤

は
く
と
う

匠
吾

し
ょ
う
ご

松
本

ま
つ
も
と

将
貴

ま

さ

き

清
水

し

み

ず

柚
馬

ゆ

う

ま

和
伸
・
幸
子

ア
カ
シ
ア
1

紀
人
・
香
澄

宮
坂

高
宏
・
由
美
子
千
鳥
台
2

伸
司
・
奈
穂

旭
ヶ
丘

進
・
さ
お
り

鶴
ヶ
丘
2

な
ま
え

住

所

お
と
う
さ
ん
・
お
か
あ
さ
ん

次回のまいどさんは銭丸さんから誰にバトンタッチするのかお楽しみに！ 

このコーナーでは、毎回出場者に次回出場者をリレー方式で紹介してもらいます。 

みのり 純平

敬介 銭丸一久 知華

今月は 中森さん から紹介のあった、銭丸一久さんに登場していただきます。

両親と私達夫婦、そして子どもが４人の大家族で賑やかに暮らしてい

ます。子どもは小学校１年生から４年生までの年子なので大変ですよ。

子ども達には人の気持ちのわかる人間に成長してほしいと願っていま

す。そのぶんちょっと厳しいところはあるかもしれませんね。そんなに怒っ

てばかりいるつもりは無いんですけど、私が子どもの名前を呼ぶと緊張

した様子で前に来て正座をして座ります。でも口うるさく言うのも今の

うち。大きくなり自分の意見が言えるようになったら自由にさせてやろ

うと思っています。

ただ、煙たがられる存在ではあるようで、日曜になると「お父さん、お仕

事？」と妻に聞いているようです。家にいてほしいんだか、いてほしくな

いんだか・・・（笑）

町へ一言：いろいろな所で開発が進んできたのは良いのですが、内灘の昔

からの風景が無くなっていくのは寂しいですね。

ぜにまる かずひさ

じゅんぺい

けいすけ ち か
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新聞・雑誌・ダンボールなどの
持込収集 午前7：30～9：00（時間厳守・雨天決行）

1.もえるごみ
毎週月・木曜日（ただし、祝日・振替休日は休み。）
2.もえないごみと資源物

ごみ収集カレンダー

収集地区

向粟崎1・3・4丁目

旭 ヶ 丘

千 鳥 台

緑 台

向粟崎 2 ・ 5 丁目

向 陽 台

ア カ シ ア

鶴ヶ丘1・2・3丁目

鶴 ヶ 丘 4 丁 目

鶴 ヶ 丘 5 丁 目

大 清 台

ハ マ ナ ス

大 学 1 丁 目

大 学 2 丁 目

大 根 布

宮 坂

北 部 土 地 区 画

西 荒 屋

室

湖 西

もえないごみ（埋立ごみ） 資源物（リサイクルできるもの）

12

〃

〃

〃

14

〃

〃

7

14

7

〃

〃

〃

5

〃

〃

〃

〃

〃

〃

21
19：00～20：00

21
18：30～19：30

21
19：00～20：00

21
19：30～20：30

13
19：00～20：00

13
20：00～21：00

13
19：00～20：00

13
18：00～19：00

28
6：30～7：30

27
19：00～20：00

〃

23
8：00～9：00

28
8：00～9：00

28
19：00～20：00

28
18：30～19：30

28
19：00～20：00

28
18：00～19：00

28
19：00～20：00

28
18：00～19：00

28
11：00～12：00

3月

12

〃

〃

〃

14

〃

〃

7

14

7

〃

〃

〃

5

〃

〃

〃

〃

〃

〃

2月 3月
21

19：00～20：00

21
18：30～19：30

21
19：00～20：00

21
19：30～20：30

20
19：00～20：00

20
20：00～21：00

20
19：00～20：00

20
18：00～19：00

28
6：30～7：30

27
19：00～20：00

〃

23
8：00～9：00

28
8：00～9：00

28
19：00～20：00

28
18：30～19：30

28
19：00～20：00

28
18：00～19：00

28
19：00～20：00

28
18：00～19：00

28
11：00～12：00

2月

1,721
455
433
815
1,245
747
1,622
998
716
1,579
524
431
368
431
77
547
250
82

13,041
10

1,818
542
457
872
1,249
787
1,689
1,101
730
1,624
506
615
366
452
67
557
278
81

13,791
5

3,539
997
890
1,687
2,494
1,534
3,311
2,099
1,446
3,203
1,030
1,046
734
883
144
1,104
528
163

26,832
15

1,163
354
323
606
786
509
1,101
724
530
1,045
491
583
258
258
43
314
155
51

9,294
8

内談町字別人口世帯数 平成14年12月末

向 粟 崎
ア カ シ ア
旭 ヶ 丘
緑 台
千 鳥 台
向 陽 台
鶴ヶ丘1･2･3丁目
鶴ヶ丘4丁目
鶴ヶ丘5丁目
大 根 布
大 清 台
大 学
ハ マ ナ ス
宮 坂
北部土地区画
西 荒 屋

室
湖 西

計
前 月 増 減

区 分
人 口

男 女 総 数
世帯数

発 行 内談町総務部総務課（毎月５日発行）
〒920-0292 石川県河北郡内談町字大学1丁目2番地1
TEL（076）286－1111 FAX（076）286－0617
HP http://www.nsknet.or.jp/uchinada/

広報に掲載された写真を差し上げます。ご希望の方は広報担当まで　1286－6720

2～3月の休日当番医
診療時間　9時～17時30分

日付 病 院 名 住 所 T E L
2/11
（火･祝）

2/16
（日）

2/23
（日）

3/2
（日）

3/9
（日）

3/16
（日）

角田医院（内･小） 高松町高松ナ15-1 281-0012

たなべ眼科医院 津幡町北中条8-57-1 289-6340

浅野医院（内･小） 宇ノ気町宇野気リ135 283-0002

上島クリニック（婦･産･内）津幡町清水ア25 289-2233

北谷クリニック（消･外･小･内）高松町高松ア1-1 281-8801

二宮内科医院（内･小） 津幡町潟端ト70-8 288-3188

たにぐち眼科医院 内談町大学2丁目197 286-6222

さかきばら内科医院（内･小）津幡町庄ト1-15 288-7770

由雄クリニック（内･循） 津幡町横浜は50-6 288-8584

山崎耳鼻咽喉科クリニック 七塚町白尾イ44-2 283-7070

紺井医院（内･小） 内談町緑台1丁目7 238-1277

カセノ内科医院 七塚町木津に140-4 285-0008

※都合により変更する場合がありますので、当日の新聞等でご確認ください。

向 粟 崎 保 育 所 緑 台 保 育 所
鶴 ヶ 丘 保 育 所
向 陽 台 保 育 園

鶴ヶ丘東保育所
大 根 布 保 育 所
宮 坂 保 育 所
北 部 保 育 所

2月19日（水）
3月12日（水）

2月20日（木）
3月13日（木）

2月21日（金）
3月14日（金）

問い合わせ先 町民部環境対策室 1286－6701

スプレー缶（金属製）も分別収集しています。中身を使

いきり、穴を開けて町会のリサイクルへ出してください。

お願い
上記持込時間内にお持ちください。
また、資源物以外のごみは持ち込まないで
ください。

エコーはがき発売のお知らせ

3月5日に内談町の広告つきエ

コーはがきが河北郡内及び金沢

市内の郵便局で発売されます。

四季の内談大橋ライトアップ写

真入りで、1枚45円にてお求め

になれます。発売枚数は限定さ

れております。売り切れ次第発

売終了となりますので、ご利用

の際はお早めにお求め下さい。

※役場では、取扱いをいたしておりません。
お問い合わせは河北郡内及び金沢市内の
各郵便局へ


